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組立
0号

人
孔

135

140

DL=130

2-3

MH#
 9

組立
0号

人孔
H=1

.19
m

19
7.
40
0

－
　

No
.3
0

+1
9.
97

14
5.
51

MH
#9

14
4.
32
2

14
4.
35
5

1
.0
0

1
.0
3

No.34+10.620

FH=140.680

No.34

No.38
FH=135.507

+ 
1.
51

16
0.
31
0

20
6.
96
0

+ 
9.
56

+1
2.
49

17
1.
29
0

No.31+10.000

1:1.5

1：
N

1：
N

X

Y
IA

27,152.868
32-41-31

Y
X

MH#2

18,039.410
27,148.264

X
Y
IA

MH#3

17,989.783
27,129.658

X

Y
IA

MH#5
17,954.963

27,117.182
11-44-13

X
Y

IA

MH#7
17,930.759
27,117.520

10-17-14

Y

X
MH#4
17,970.175

27,122.140

Y
X

MH#8

17,913.683
27,123.214

X
Y
IA

MH#6

17,942.638
27,115.818
14-28-08

18,054.106
MH#1

Y

X
MH#9
17,878.458

27,138.999

Y

X
MH#10
17,873.468

27,150.235

L=158.80m

VU φ150mm
i=10.0～85.0‰

VU φ150mm
i=55.0～130.0‰
L=293.85m

0-25-33

2-2 2-1

汚
水
桝

管
　
路

人
　
　
孔

記 号

組立式１号人孔

副管付人孔

小口径塩ビ製人孔

番号
勾配（ ‰ ）
管径（ ㎜ ）

延長（ ｍ ）

既 設 管 路

計 画 管 路

枝 線

幹 線

枝 線

幹 線

枝 線

桝　番　号
汚 水 桝 (塩ビ製)

100.00

200
5

M#1

3.5‰

組立式２号人孔

内  容

幹 線
実 施 管 路

組立式０号人孔

下 水 道 表 示 記 号

※BOX部の舗装について
　舗装復旧作業の必要性について、
　関係機関と確認すること。

※座標について
　図面を基準に作図しているため、
　施工の際は監督員と立会のもと
　位置の確認を行うこと。

※仮設迂回路の車両用防護柵
　本管と交差する箇所には防護柵の
　支柱を建てないよう注意すること

2-1 2-2

管　路　番　号

管路

良質土(発生土)

歩道As舗装

歩道舗装なし

歩道舗装なし 舗装なし(仮設迂回路法面) 歩道舗装なし

MH座標(参考)

用
地
境
界
線

推定元地盤面

W70
0×

H7
00

INV
=13

1.
37

砂基礎(再生砂)

素掘工

N
O.
3
2

145

1
45

150

140

14
0

135

1
35

135

135

g

g

g

1:
0.
7

1:
1.
2

1:
0.
7

1:
1.
2

NO.42

IP
#3

NO.26

NO.27

No.271

No.272

No.273

+10.00

+10.00

+10.00

A=100  L=28.571

R=350  L=26.906

A=100  L=28.571

M11

M5

EL
+13

0.
95

IP.7

IP.6

No.41

No.40

No.39

No.38

No.37

No.36

No
.35

No
.3 4

No.32

No.31

No.30

KE.7-2  No.41
+1.561

KE.7-1  No.39+14.655

KA.5-2 No.30+1.741

X
=1
8
00
0

Y=27100

KA.7-1  No.38+6.084

No.33

ボックスカルバート

+11.00

135

既
設

MH
＃
6
6

L=11
.00m

L=53.00m

L=21.00m

L=16.00m
L=12.40m

L=18
.00m

L=12.00m

MH＃
10

MH＃
11

MH＃
12

L=1
0.4

0m
L=
10
.4
0m

L=
10
.2
0m

L=2
7.4

0m

L=3
8.6

0m

MH＃
13

L=15.40m MH＃
9

M
H
＃
7

M
H
＃
6

MH＃
5

MH＃
4

MH＃
3

MH
＃
2

M
H
＃

1

MH＃
8

VU φ150mm

2-2 i=10.0～85.0‰
L=158.80m

VU 
φ150

mm

2-1
i=5

5.0
～130

.0‰

L=2
93.

85m

側
道

喜良原新里長作原線

C1

C2

C3

C7
C8

D3

C28

C4

仮設迂回路

擦り付け 擦り付け

R7工区  L=224.80m

R=∞
  L=56.833

KA.6-2  No.36+0.880
R=∞

  L=45.204

R=
45
  
L=7

.8
62

A=35  L=27.222

KA.6-1  No.32+18.574

KE.
6-1

No
.34

+5.7
96

KE
.6
-2

No
.3
4+
13
.6
58

A=
35
  
L=
27
.2
22

土 留 工 種 別

基 礎 工 種 別

埋 戻 工 種 別

舗 装 工 種 別

道 路 測 点

汚 水 測 点

追 加 距 離

現況地盤高

計画地盤高

管　底　高

1
：
10
0

1：500

土　被　り

1.000%

GH=137.70
FH=139.882

GH=137.83
FH=140.730

4.297%

139

▽141.780

▽142.780

県道ボックスカルバート

▽142.80

38
0

V = 1/100
H = 1/500S :

2.000% 1.000%

1.000%2.000%

縦　断　図　(R7工区)

Ｒ７喜良原新里長作原線下水道工事

作成年月日

図面番号

工事名

事業者名

会社名 株式会社　邦エンジニアリング

南城市 上下水道部 下水道課

/縮尺

図面名

図示

令和7年6月

施設計画図

0603

S=1/500 S=1/100

平　面　図(R7工区) 横　断　図(R7工区)

13
50

MH#
6+9

.4
4

MH
#2+

34
.8
5

MH#
6 小

型塩ビ人孔 H=
1.3

7m

φ150
mm

INV
=13

4.
351

φ150
mm

IN
V=1

39
.13

6

MH
#8+

28
.5
7

φ150
mm

IN
V=1

43
.77

0

幅
杭13.8

中
心
線

中
心
線

1:1.5139

FH=139.735
仮設迂回路

6.000%

仮設迂回路

1:1.5

用
地
境
界
線

1.000%

別途工事(本線施行時)

本工事



令和7年 6月

0604

組立式0号人孔標準図

平 面 図 平 面 図

組立式0号人孔（内径750mm）構造図

事業者名

S = 1/20 S = 1/15

B-B断面図 人孔インバート切形仕上図A-A断面図

内副管取付詳細図

南城市 上下水道部 下水道課

会社名

図示 図面番号

Ｒ７喜良原新里長作原線下水道工事

/

作成年月日

縮尺

図面名

株式会社　邦エンジニアリング

工事名

NO SCALE

直 線 部

人孔深さH=2m未満に設置する

会合点(3方向流入) 会合点(2方向流入)

屈 曲 点

平　面　図

転落防止機能(参考図)

A-A断面図

転 落 防 止 中 蓋

断　面　図

NO SCALE

※ 内副管用マンホール継手,90度曲管の寸法h1,h2は参考値である。

直壁(Ⅰ種)

インバートコンクリート

底版(Ⅰ種)

斜壁

足掛金物(@300)

上塗りモルタル(1:2)　t=2cm

24N-8-20(σck=18)

南城市仕様鉄蓋及び受枠(T-14or25)

管取付け壁(Ⅰ種)

8
8

内副管固定バンド

18
2

15
0

※ プレキャストブロックⅠ種・Ⅱ種の使用条件は人孔深さにより区分し、その適用深さはⅠ種 5.0ｍ　Ⅱ種 10.0ｍである。

※ 図中の基礎工は、置換工なし、開削工法箇所の場合を示す。

可とう継手
マンホール用

A

内副管用マンホール継手

MH#66既設

A

A A

B

B

組立1号人孔

（浮上防止型、転落防止装置付）

再生クラッシャーラン

無収縮モルタル及び調整金具

調整リング（2段）

再生クラッシャーラン

マンホール用

1:3

可とう継手

18
10

φ150×100

(1個/1.0m)

マンホール用可とう継手
φ150

カットする
90°曲管

内副管用マンホール継手

φ100

プレーンエンド直管

φ100

17
0

人
 孔

 
深
 H

110600

820

18
00

15
00

13
0

土
 被

 り

20
0

110 110

820

110

50
950

50
950

50

600

1050

12
00

φ
15
0

上
流
管
径

φ
90
0

75 75

750

600

900

75 75

750

45
0

30
0

60
0

90
0

60
0

20
～
6011
0

50 15
0

10
0

18
00

15
00

L

D
副管径

50
1050

60
0

12
00

90
0

h1

φ900(既設組立1号人孔)

内
副
管
高
：
h

h2

2
23
0

φ
1
50

上
流
管
径



S = 1/10

本管用自在継手

（ゴム輪受口形）

S = 1/20

ストレート(ST)

（ゴム輪受口形）

A-A断面図 B-B断面図

S = 1/10

S = 1/10

（ゴム輪受口形）
15～90度曲り(15L～90L)

令和7年 6月

0605

塩ビ製小型人孔標準図

塩ビ製小型人孔（内径300mm）構造図

Ｒ７新里喜良原線下水道工事工事名

図面名

株式会社　邦エンジニアリング

図面番号 /

作成年月日

南城市 上下水道部 下水道課

平 面 図

事業者名

縮尺

会社名

図示

台 座

再生粒調砕石

VUφ150
汚水本管 インバート部

(ゴム輪受口形)

※:15cm×2層

砂基礎

内 蓋

VUφ300
立上り部

南城市仕様
鋳鉄製防護蓋 T-25orT-14
（浮上防止型）

砂基礎

インバート部
(ゴム輪受口形)

ゴム輪

B
立上り部
VUφ300

A

B

A

h 
= 
H-
H1
-1
50

人
 
孔
 深

 
(H
)

t
10
0

H1

570(最小)

403(最小)84

15
0

84

1000 (970以上) 1000 (970以上)

Z 2

Z 1

15～90°

15
0

30
0

H

Z 2

Z

H

0～
15°

55

570(最小)

200

500程度

200

500程度

この間は、特に入念に締固める。

50
5

84 84403(最小)

Z 1

403(最小)

570(最小)

8484

1

6

1

1

4 3 2

1

12

5

100

4

5

2

1

6

22

組 立 式 0 号 人 孔 組 合 せ 表

人
孔
番
号

2

2

人
孔
深

MH#

MH#

組m

1

1

5 5

1

2

2

2 3

100
個個 個
9060

1

144.355

管取付け壁

1

180

直壁

30
個

120
個

180
個

150

1

1

T-25 中
蓋

1

5

梯
子

1

1

1

1

組

T-14

1

5

組

1

1

MH#

1.37

1

1.38

1.44

1

合計

1

11.52

T-8

1

T-25 T-14

3

7

1.36

5

6

塩 ビ 製 小 型 人 孔 組 合 せ 表

鋳鉄製防護蓋,基礎は別途工事

自在継手
本管用

備　考

1

9

－

4

1

1

1

1

1

14 4

1

鋳鉄製防護蓋
起点・中間点 起点落差

45L 60L KDR75L 45Y

起点落差

90L組

1

MH#

MH#

組 15L 30LKT ST 個 個
150×100

個
300×150

異径ソケット くら型継手

300×200200×150
個

φ150
90Y

小型人孔インバート形式

個

1

個
φ200

1

m mm

Z 2

内径
m

内径
mm

人
孔
番
号

人
孔
深

Z 1

注. 破線で示すように安定脚を設けてもよい。

(最小)人孔径

    なお、その形状及び寸法は、規定しない。

(最小)

H (最小)

(単位:mm)

受口形

150

150

133.495

133.515

150

150

150

150

150

流 入 管

管底高
m

流 出 管

管底高

MH# 2 1.33 150

150

230
150 - 300 280

(最小)人孔径

230

(単位:mm)

H (最小)

注. 破線で示すように安定脚を設けてもよい。
    なお、その形状及び寸法は、規定しない。

200 - 300 290

Z 1 Z 2

255

受口形
(最小)

180

管 径

290

200 - 300

Ｚ

管 径

290

190

200 255

150 - 300

200 240

呼 び 径

150 210

(単位:mm)

(最小)

注1. ゴム輪受口は、本管形とする。
注2. 角度設定部のゴム輪及び形状は、規定しない。

150

1

1

1

1

1

個

削  孔

1

個

12

1

1

1

12

11

個
120

個
90

個
60

個
150

個
200

個個
150

個
200

可とう継手

個
150

備　　考

144.322

146.163

140.884

141.263

146.553

鉄蓋 転落防止

1.55

合計

MH# 9

MH# 10

MH# 4

MH# 8

1.56 135.900

135.920

1.54

1.19

斜 壁

6045
個 個cm

モ
ル
タ
ル

底版

個個
100

個
50

個
30
個

150

調整リング



工事名

図面名

株式会社　邦エンジニアリング

図面番号 /

作成年月日

南城市 上下水道部 下水道課事業者名

縮尺

会社名

図示

歩道舗装(ボックスカルバート部)

令和7年 6月

掘削復旧断面図

0606

アスファルト舗装(市道)

歩道舗装なし
舗装なし(仮設迂回路法面)アスファルト舗装(市道) 砕石舗装(仮設迂回路)

アスファルト舗装(市道)
車道部

掘削・復旧断面図

仮設迂回路舗装なし

S = 1/15

Ｒ７新里喜良原線下水道工事

※ 影響幅は工事着手前、監督員に確認する。

(良質流用土)

※ 影響幅端部から道路舗装端までの距離が1.2m未満は、舗装復旧範囲に入れる。

※ 舗装構成は現況舗装に準ずる。

1:
0.1

(機械投入

埋戻し

+タンパ転圧)

※ 埋戻し材としては現場発生土の利用を標準とし、『発生土利用基準』を適用する。

(機械投入

　タンパ転圧or水締め)

+タンパ転圧)

1:
0.1

砂基礎

※ 埋戻し土の締固め度が90％以上となるように埋め戻す。

(機械投入+

(再生材)

1:
0.1

(機械投入

埋戻し

+タンパ転圧)

(再生材)
砂基礎

　タンパ転圧or水締め)
(機械投入+

(良質流用土)

(再生材)
砂基礎

　タンパ転圧or水締め)
(機械投入+

(再生材)
砂基礎

　タンパ転圧or水締め)
(機械投入+

埋戻し

(再生密粒度アスコン-13mm)
 表　層

路盤工
(再生クラッシャーラン)

埋戻し

+タンパ転圧)

(再生粗粒度アスコン-20mm)

(良質流用土)

 仮 舗 装

埋戻し

+タンパ転圧)

1:
n

(良質流用土)

本舗装復旧仮舗装復旧

(機械投入

1:
0.1

下層路盤

(再生密粒度アスコン-20mm)

仮舗装復旧

(再生クラッシャーラン)

 仮 舗 装

(良質流用土)

 表　層
(再生粗粒度アスコン-20mm)

本舗装復旧

　タンパ転圧or水締め)
(機械投入+

1:
0.1

(機械投入

上層路盤
(再生粒調砕石)

(再生材)
砂基礎

管
基
礎

管
外
径

16
5

掘削幅 W

36
5

掘削幅 W

埋
戻
し
高

550

10
0

10
0

550

30
0

36
5

別
途
工
事

埋
戻
し
高

掘
削
深
 H

10
0

10
0

管
外
径

16
5

管
基
礎

掘
削
深
 H

16
5

管
基
礎

36
5

別
途
工
事

21
0

550
掘削幅 W

10
0

管
外
径

10
0

全
掘
削
深
 H

36
5

掘
削
深
 
H

30

掘 削 幅

10
0

10
0

管
外
径

16
5

管
基
礎

11
0

30cm
影響幅 影響幅

掘
削
深
 H 埋

戻
し
高

14
0

14
0

10
0

埋
戻
し
高

40

550

16
5

管
基
礎

36
5

埋
戻
し
高

掘 削 幅

550
掘削幅 W

10
0

管
外
径

10
0

15
0

50
15
0

15
0

掘削幅 W

35
0

30
17
0

35
0

掘
削
深
 
H

全
掘
削
深
 H

計画地盤高

計画舗装

計画地盤高

計画舗装

掘 削 幅 掘 削 幅掘 削 幅


